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産地と連携した研究開発に向けて

蒲郡市

「愛知糯126号」の活用方法について、産学官で意見交換

豊田市生涯学習センター
稲武交流館

アジサイの品種開発は生産者と共に

田原農業改良普及課等

農業情報（令和４年１月号）

地域 報告内容 写真等

県域 写真等なし

令和３年９月21日、10月７
日、12月23日、１月25日

　アジサイ品種開発における生産者の協力体制について、農業総合試験場
普及戦略部が中心となり県花き連鉢物部会及び田原市アジサイ生産者と協
議を進めてきました。農総試の育種方針や共同研究について検討を重ねた
結果、県花き連鉢物部会内にアジサイ研究会を新たに立ち上げ、農総試と
共同研究に取り組むという方針が生産者間で合意されました。
　共同研究が実現すれば、開発段階から生産現場で作型適性や培土適性を
評価できるので、迅速な普及が可能となります。今後も研究・普及・行政
等県の各機関と生産者の連携を強化し、実施体制が構築できるよう取組み
を進めていきます。

県域 写真等なし

令和４年１月12日　施設野菜の生産現場では、環境制御技術の普及に伴って、施設内環境を
始めとした膨大なデータが蓄積されています。農業総合試験場普及戦略部
技術推進室は、これらのデータを有効活用した産地の生産性向上と野菜研
究室の効果的な技術開発を図るため、産地と研究室の連携を進めてきまし
た。これまでに、ナスの収量予測技術に関する連携が始まっています。
　ＪＡ蒲郡市で、営農指導員、普及指導員及び研究員によるイチゴの収量
予測について話し合いを行いました。今後は、令和４年度に産地と連携し
た研究が開始できるよう生産者の理解を得ながら取組方法を検討していき
ます。

県域

令和４年２月１日
　農業総合試験場普及戦略部は、柔らかさが持続する加工適性を持つ愛知
糯126号の普及拡大に向けて、関係機関とともに生産、加工、流通の課題
の整理等を進めてきました。この一環として、活用方法に関する意見交換
会を開催しました。当日は、設楽町水稲生産者３名、実需者として道の駅
２駅の関係者、豊川市の和菓子製造業者、レシピ開発に取り組んでいる名
古屋学芸大学、新城設楽農林水産事務所等関係者らが参加しました。会で
は、大福餅の硬化性、洋菓子やパンでの商品化等について、熱心に意見交
換が行われました。今後、柔らかさの持続に関する生産・加工条件、販路
拡大、新商品開発等の課題解決に向け、関係組織・団体と連携して進めて
いきます。

写真をここに挿入

○サイズ

5.1cm×6.8cm（：４）

○挿入方法

書式>図形の塗りつぶし>図(P)...

意見交換会の様子
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守口大根の母本選抜を実施

扶桑町

モモ栽培サポータークラブ、新制度開始で援農要請が激増

ＪＡ尾張中央本店
（小牧市）

日進市、スクミリンゴガイ防除対策の成果を広報で紹介

日進市

尾張

令和４年１月　水稲を食害し収量に大きな影響を及ぼすスクミリンゴガイは、日進市内
では数年前までは確認されていませんでした。しかし、令和元年、藤枝地
区で確認されて以降、徐々にその生息範囲を拡大しています。スクミリン
ゴガイの効果的な防除対策を進めるため、地元の営農組合、市、農業改良
普及課、農業総合試験場、ＪＡあいち尾東が連携し、９月から11月に石灰
窒素による防除試験を行いました。
　試験の結果、水を張った水田において、石灰窒素の処理による防除効果
に一定の有効性が確認されたため、市は防除対策の成果を1月号の広報や
ＨＰで紹介し、稲作農家への注意喚起を図りました。

尾張

令和３年12月21日　ＪＡ愛知北扶桑町守口大根出荷組合では、毎年基準に基づいて選抜した
母本から採種することで、優れた品種特性の維持に努めています。今年
は、秋の高温乾燥により母本の守口大根が長めでした。
　守口大根は、栽培から漬物加工を経て製品販売までにおよそ３年かかり
ます。年ごとの出荷量は、塩蔵の在庫量や今後の需要見込みを踏まえ、契
約で決められます。令和２年作は、東京オリンピックを見越した多めの在
庫やコロナ禍による需要低迷により、出荷量は過去最低の約70ｔでした
が、３年作の出荷見込みは86ｔとやや持ち直しました。

尾張

令和３年12月22日　ＪＡ尾張中央管内のモモ生産者の栽培を支援するモモ栽培サポーターク
ラブの総会が開催され、今年度の援農実績がＪＡから報告されました。今
年度から始まった新制度は有償の作業受委託の仕組みで、援農コントラク
ター制度と名付けられました。援農コントラクター制度は、１樹当たりの
委託料を作業ごとに定める一方、サポーターに対しては合格判定を行うこ
とで一定の技術水準を担保しています。ある程度の技術を保証したこと
で、今までの援農ボランティアに対して懐疑的であった生産者が興味を持
つようになりました。この結果、援農実績は延べ102回と、昨年の12回を
大きく上回る結果になりました。

母本選抜の様子

写真等なし

生存個体数を調査し防除効果を確認(11月)



とき

ところ
地域 報告内容 写真等

犬山モモ栽培サポーター養成講座、修了

犬山市役所

ナシ栽培講習会盛りだくさんで開催

みよし市

自慢の洋ランで『赤鬼』を表現、産地をＰＲ！

豊橋市

東三河

令和４年１月18日　豊橋市花き園芸振興協議会洋らん部会員が、全国有数の生産量を誇るコ
チョウランとシンビジウムで、豊橋市民になじみ深いキャラクターである
『赤鬼』を表現したオブジェを制作し、豊橋総合動植物公園に展示しまし
た。本展示は産地の認知度向上と洋ランに対する購買意欲の促進を目的
に、ジャパンフラワー強化プロジェクト推進事業により豊橋市と連携して
実施したもので、農業改良普及課は企画立案や関係機関との連絡調整を支
援しました。今後も部会員の産地ＰＲを支援していきます。（令和４年１
月20日　東愛知新聞、東日新聞　掲載）

尾張

令和３年12月17日　３月から12名で開講した令和３年度の養成講座が、12月17日に１年間の
活動を終え、閉講しました。コロナ禍の影響で全講座８回中３回が資料配
布での対応となりましたが、12名全員が修了認定を受け、修了証が授与さ
れました。今後、希望者はサポータークラブに加入し、農家の援農活動を
担う予定です。
　本年の受講生の中には、モモ農家の後継者や、自身でほ場を借受けたい
という栽培希望者もおり、サポーターとしてだけでなく産地の担い手とし
ても将来が期待されます。

豊田加茂

令和３年12月15日　みよし市果樹組合共撰梨部会では、剪定講習会に合わせて、Ａ社の無人
防除機の実演会及びハダニ類の総合防除についての講義を行いました。
　実演会及び剪定講習会では、ひまわり農協（豊川市）管内の生産者を交
えた意見交換も併せて行いました。無人防除機については、運搬仕様、施
肥散布仕様で効率的に活用できるのではないかとの意見が出されました。
　講義では、農薬メーカー、経済連から生物農薬「システムミヤコくん」
と今年度実施した試験結果について説明が行われました。農業改良普及課
は、生物農薬の導入メリット及び注意点について説明を行いました。

修了証授与の様子

無人防除機の実演

洋ランで作った赤鬼オブジェ
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年末需要に向けて輪ギクの品質上々

田原市

田原

令和３年12月13日　栽培技術の向上を目的に、第43回田原市・ＪＡ愛知みなみ電照ぎくほ場
共進会が開催されました。19ほ場を農業改良普及課長はじめ９名で審査を
行い、第１席に木村崇志氏の「精興の誠」を選出しました。今回の共進会
は年末需要向け出荷に合わせて行われましたが、今年は秋の天候が比較的
安定して十分な日射があったことに加え、日中換気を十分に行い矮化剤を
適切に使用することで、新年にふさわしい堂々とした草姿のキクが多く見
受けられました。当課では上位入賞者の栽培方法について詳しく聞き取り
を行い、今後栽培講習会で一般会員に栽培のポイントを紹介していく予定
です。
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目揃いほ場での審査打合せ


